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理事  各位 

（協議会事務局 奥山殿） 

つつじが丘自治連合会 

   会 長  本田 卓治  

  2021年 2月度 第 11 回 前期 理事会 議事録 

日 時 ： 2021年 2月 6日（土）9時 00分～11時 00分 

場 所 ： つつじが丘自治会館 大会議室 

出 席 ： 本田会長・江越副会長・肥後副会長・小引副会長・大内理事・薬師寺理事・山本理事・ 

北島理事・友永理事・片山理事・竹田理事・溝延理事・安東理事・井本理事・湊先理事・    

米田理事・黒木理事・栗木理事・奥山事務局  

≪会長挨拶≫  

・ ４年前から子ども達が自主的に、地域とのかかわり合いという事で、南中の生徒が中心になって 

「つつじっ子会議」を作った。 

・ 父兄が一緒になって最初に取り組んだのが「子どもフェスタ」でのサンドイッチの販売。それが 

 契機となり、次には新聞作り、キャラクターのえみらるちゃんをつくり、おにぎりを作り「子ど 

もフェスタ」で販売等々。これは県の優秀賞を戴いたが、今年は小学校と連携して「あいさつ運 

動」を展開し、その活動が評価されて今月 25日に、文部科学大臣表彰を受ける事になった。 

・ これは、子ども達が受けるのではなく「コミュニティ活動」の一環として自治協議会がフォロー 

 して来た事が評価され、自治協議会が表彰されるものである。 

・ 先日行われた「ゆめづくり協働塾」において、名張市長が「つつじが丘」は子ども達について非 

 常に熱心にフォローしているという事を話しておられた。いいニュースだったと思います。 

・ 来季は何としても、広報活動に力を入れて行きたい。これを目標に挙げたい。 

・ もう一つは、子ども達が掲げた「あいさつ運動」をキャンペーンとして継続して行きたい。 

・ 今年度はイベントの中止が続いたが、コロナ禍の下でのイベントの在り方について、工夫を凝ら 

 して何とか実施出来ないだろうか、そんな処も考えて行きたい。 

＜議 題＞ 

≪A : 意見交換≫ 

□ 2021 年度理事会組織体制について            ・・・【本田会長】 

★ 担当業務見直し               

・ 以前に出して戴いた担当希望もありますが、皆さんの提案・意見を是非聞かせて戴きたい。それ 

 を聞きながら次年度の方針を決めて行きたいと思っている。 

・ 「健康福祉部」については、整理をして「地域交流部」に若干業務を移そうと考えている。「地 

 域交流部」はこれまでイベント中心であったが、意見交換しながら担当分野を見直して行きたい。 

★ ヒヤリング実施について 

・ 2月 9日・10日に 30分位、意見交換をしながら新しい組織に関する、下打ち合わせをして行き 

 たい。その上で 2月 20日頃までに「各部」から次年度の事業計画と予算計画を提案して戴きた 

い。 
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★ 担当部の兼務について            

・ 今年の様に正副という考え方はしていない。後 1人付けて 3人体制の形にしたいと考えている。  

□ 番町役員へのアンケート調査の件       ・・・【本田会長】 

・ 非会員への対応、今後の自治会の在り方、班長の仕事について、次回の番町役員会時に時間を取 

 って戴き、全ての役員にアンケートを書いて戴く。 

・ 各番町役員の部数を用意するので、理事が役員会で配付をして、その場で書いて貰って下さい。 

□ 評議員会での報告について          ・・・【本田会長】 

・ 2020年度の各部の事業計画・実施結果については、一枚に纏めてあるので、江越副会長と肥後 

 副会長に発表して貰います。 

・ 総務部門では、11月、12月に行った 3つの懇談会についての説明を中心に。 

・ 地域交流部門では、「つつじっ子会議」は休校等でやり残したことがあるが、これは単年度で終 

 わるのではなく、継続して行くものであるという処と、つつじっ子会議が表彰を受けるという事

も報告して戴き、「あいさつ運動」が来年の大きな柱である事を話して戴きたい。 

・ 「正副会長懇談会」については私が話します。 

・ 5つのプロジェクトについては、各リーダーから「広報つつじ 2月号」の部分をプリントしてあ 

るので、その部分を手短に答申した事を話して下さい。 

・ その後に、ヤオヒコ前の「は～とバス」待合所についての承認を貰いたいと思っている。 

・ この事業主体は「生活支援センター」で、我々は支援金として負担をする、という形でやりたい。 

・ テントについては、今日残り 5番町から抽選をして 3番町を決める。評議員会の中では剰余金 

があるので費用に充て、残り 2番町は次年度予算に上げて購入する事を説明する。 

・ 「は～とバス」の 37～8万の出費、テントの 33万円の出費、併せて 70万円位の出費を審議し 

て承認を取りたいと考えている。 

・ あとは総務の方から、総会日程の説明等。 

□  総会議案書全戸配布について                 ・・・【本田会長】 

・ 総会議案書の全戸配布の件について再度審議を図った。 

  ● 今年度は会員全戸に配布する事で決定した。総会議案書の印刷は４月 19 日～21 日を予定。 

□ 総会に関する事項 「日程（案）」           ・・・【江越副会長】 

・ 各部事業計画・予算案検討、四役との調整等を列記しているが、これについては前回話した内容 

 で進めて行く。 

・ その中で、例えば各部の事業計画と予算案の検討は、いつまでにどの様な形でやって行くのか、 

 というのはまだ解っていない。そこの処をもう少し明確にして、例えば 3月 1日から準備を開 

始して 3月 5日位までには纏める様に、各部予算案の提出は 3月 6日の理事会に提示して戴きた 

いと、皆さんにお願いをしているので、その方向で進めて行けばいいのではないか。 

・ 一応前回のスケジュールに基づいたものを基本にして、皆さんとメールのやり取りで決めてい 

 かないと、月 2回の会議の中で決めるのは難しい。 

・ 理事会での最終案審議・決定等は 3月 14日までにパソコンで検証して、最終的に理事会で確認・ 

   決定する等、日程を作成中です。基本的にはこれまでに作成したものがベースになり、その中に 

皆さんにお願いしなければならない事を網羅して、報告させて戴く 
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□  生活安全部                ・・・【薬師寺理事】 

★ 東南海地震の被害想定について               

・ 南海トラフ地震の被害という事で、昨年 11月の防災訓練後の災害対策本部設置の懇談会の時に 

「危機管理室」から提示して貰ったが、少しわかりにくい所があったので、1月 15日に危機管理 

室の鶴長氏と検討を行った。 

・ 三重県の防災部が被害想定を出しているが、それに基づき当地の想定を出したところ、それまで 

の最大クラスの南海トラフの地震は震度５弱で、倒壊家屋は三重県では相当数あるが、名張では 

20棟だけだった。 

・ 理論上最大クラス震度 6弱なら、名張では 600棟の倒壊家屋がある。半壊家屋では三重県全体 

の数字しか出ていない。名張市の数字が出ていないので、三重県の全壊の数字と半壊の数字の比 

率を割り出すと、名張市の半壊の数字は 583棟になった。 

・ つつじが丘はどの位かというと、名張の世帯数とつつじが丘の世帯数の割合で出したところ、比 

率 12.2％で想定すると、全壊 73棟、半壊 71棟の数字になった。 

・ 避難者数は、三重県が出した数字によると、震度 6弱の地震が起きた時のつつじが丘は全壊半壊 

数 144棟、家族数の平均が 2,56人を乗ずると約 370人が避難を強いられる。 

・ 370人を二次避難所 3か所に振り分けると、中学校で 170人、市民センター40人、小学校で 140 

 人になる。 

● 啓蒙活動として自治連合会から、この数字を発表して行く。 

★ 被害想定と災害対策本部設置規定(案)        ・・・【安東理事】 

・  被害想定に基づき、「災害対策本部設置運用規定」を作成した。 

・ 平成 26年三重県の出した震度 5弱の場合、つつじが丘では「警戒態勢」としてつつじが丘自治 

連合会の生活安全担当理事 2名が駆け付ける事になっている。 

・ 更に震度 6弱の地震発生があれば、「非常態勢」として、ただちに「災害対策本部」を開設する 

事になっている。 

・ 「災害対策本部」が出来た時は、生活安全員のみならず、表立った人達が集まり災害対応をする 

事は規定（案）として出してある。 

  ● 内容を精査し、生活安部内で纏め上げる。 

★ 備蓄飲料水の販売 

・ 各施設に置いてある備蓄水を集めてこなければならないが、これを 2月 13日に行う。 

・ 販売は、2月 14日（日）午前 9時～ 

・ 1箱（6本入り）100円、1家族 2箱まで。280箱を販売。 

・ 従事者：生活安全員から 3名、安東理事、北島理事、片山理事、肥後理事、大内理事、米田理事、 

 薬師寺理事、竹田理事、本田会長の計 12名。 

● 2 月 21 日（日）補充飲料水を 280 箱ナフコから購入する。 

□ 広報部（ 広報つつじ 3 月号について）       ・・・【米田理事】 

  ・ 1面に「コミュニティスクール」の文部大臣賞授与の記事、子ども達が弁当を作り、最終的に残 

った優秀作がスーパーヤオヒコで販売される事になった件等、3月号に掲載予定の内容について 

報告がされた。 

   ・ 今年は広報活動を強化するという事で「ホームページ」に重点を置いて行く。 
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□ 環境部                           ・・・【大内理事】 

★ 総合グランド公園除草受託について 

 ・ 公園除草自治会には名張市から文書が届いていると思う。今年から受託場所以外に除草の必要 

な公園があれば、除草受託が可能かどうかという項目が増えた。高齢化のために除草が出来なく 

なっている公園が出て来た事が理由。 

・ つつじが丘公園（一番上にある）は、シルバー人材センターが担当しているが、年 1回の除草 

で 10月まで草が刈られてなく、その後名張市に連絡して刈ってもらった。 

・ シルバー人材センターに頼むと年 1回の除草になるので、つつじが丘内で除草の出来る団体が 

  あれば、自治連合会で受託してその団体に依頼する様にしたい。 

● つつじが丘公園については、受託団体がなかったので今期は「自治連合会」が受託して、除草を 

してくれそうな団体と話し合っている。 

★ 草捨て場管理方法について（不法投棄防止策） 

・ 草捨て場の下の方に鉄のパイプが捨てられていた。これは回収して処分は済ませたが、どうも 

  合鍵が勝手に作られている様で、コピーが出来ない鍵を買いました。鍵は 3本のみで紛失すると 

  ややこしい事になると思います。 

● 鍵の管理：自治連合会、ねこの手、名張市が各１本所有。 

□ 総務部門    

★ ゴミ袋の販売について                      ・・・【奥山事務局】 

・ ゴミ袋の値段が値下げされた事によって、小売業扱いになっている「自治連合会」は各種一箱 

（10ℓ、20ℓ、30ℓ、45ℓ各 50本）のゴミ袋の仕入れをしなくてはならない事になった。 

 ・ 窓口での小売りは行っていず、事務局で全てを消費する事は無理なのでどうするか、20ℓについ 

ては利用が多いので、箱買いの注文があった時に一緒に販売する。 

・ 事務局の意見として、10ℓは事務局での使用及び番町清掃や施設清掃時に使用する。30ℓ、45ℓは 

  理事及び番町自治会関係者に、バラ売りでの利用をお願いする。 

・ 価格は箱売りと同じく定価販売の 20％引き。(バラ売りは売り切れ御免) 

● 以上の事務局意見で了承された。 

★ 各番町総会開催の報告及び調整について   ・・・【友永 理事】 

・ 各番町の総会日程が出そろったので、一覧表を理事 Boxに入れております。 

・ 総会について、調整させて戴き重複は無いと思うが、重複していた場合は理事同士で調整 

して戴きたい。 

・ 2021年度役員会の集計をしているが、集会所の年間予約が重複している場合は連絡させて 

貰いますので、こちらも理事同士での調整をお願いしたい。 

・ 自治会館の方は問題ないが、市民センターの方は、年間の申し込みは不可という事で、一 

般サークルと同じ様に 2ヶ月前からとなり、各理事もしくは自治会長に責任を持って予約し 

て戴きたいと思います。 

 【江越副会長】：この件については、昨日事務局と打ち合わせをして、総務部と事務局のやり取り 

     をキッチリする様指示して、事務局に来た時は総務に情報をお渡して、調整しようという事 

になっている。 
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・ それから番町総会の施設について、南北集会所での総会がすべて決定したが、総会時の定員が 

全室使用して、36人以下なのでそれで開催出来るのか。という事で心配している。 

・ 役員だけでもかなりの数になり、一般の出席者数が 5～6 人だけという訳にもいかないと思う。 

・ せっかく施設を確保したが、制約を無視していいのかどうか、頭を痛めている。 

【本田会長】：今度の土日がほぼ最終の役員会になると思うが、そこでどの様にするかという事 

は、決まるのではないか。いわれたように一般の人達が入れるのはせいぜい 10 人位だろう

からその様な PRをして貰って、なるべく質問したい人だけとか、書面決議とか、理事が主導 

してでも結論を出す必要があると思う。 

● 2021 年度の集会所での役員会は、一つの番町で全室使用する。 

★ 評議員会の開催について（注意）           ・・・【本田会長】 

・ 評議員会は多目的ホールに 60名近くの人が集まるので、議事録を取るためにはどうしても 

マイクを使う必要がある、マイクは 1度使ったらアルコールで消毒して下さい。 

・ 尚且つ、手袋（使い捨て）を用意して各自に渡す。 

 ★ 2021年度ゆめづくり地域交付金事業（再申請）・・・【江越副会長】 

・ 6つの番町、1団体について再申請報告を受けた。これに基づき「審査委員会」で 2月 10日 

 （水）15時 30分から委員会メンバーと審査する。これにより現在受け付けている案件は完結す 

ると思う。 

・ 審査査定表を作成したので、これに基づき審議したい。特段問題は無いと判断している。 

・ 北 5番町の「地域ビジョン」として再申請して貰っている。事業内容も若干変わっている。 

□  「三重県非常事態宣言」について          ・・・【小引副会長】 

・ 今朝、春日丘を含めて皆さんにメールさせて戴いた、名張市から三重県は 3月 7日まで「非常 

態宣言」を継続するという事が決定した。という内容です。また一度読んで置いてください。 

□  財務会計補助職員の募集                  ・・・【江越副会長】 

・ 財務会計補助職員を募集するための文書を作成した。 

・ 今日の評議員会席上で話をして、回覧をして頂き 2月 28日必着という事で募集をする。 

・ 内容は、つつじが丘内の自治連合会事務所で勤務、定員は 1名、性別不問 65歳以下、 

  職務内容は、金銭出納帳記帳、入出金伝票整理、財務部補助等、応募資格は Word、Excelの 

表計算が出来る事。9時～12時まで、火曜・木曜の週 2回勤務。 

   ・ 出来れば 3月に面接をして、4月 1日よりやって戴きたいと考えている。 

□  えみらるちゃんの件                      ・・・【本田会長】 

・ 自治連合会の会長名で発行する文書には必ず「えみらるちゃん」を添付してください。 

・ 子ども達が作ったものと、先生が使った物があるが、子ども達が作った物を使用して下さい。 

  イラストをメールで送ります。 

■ テントの配付 

● 剰余金で 3 基のテントを購入する事になった。5 番町の理事がくじを引き、北 8・北 9・南 3 が 

  当選、残り北 7・南 4 は 2021 年度予算で購入する。 

以上 

 総務：江越  


